
第８期介護保険事業計画及び第９次高齢者福祉計画について

（令和4年度　重点事業）

番号 項　目 事　業 内　　　容 実績

1
地域包括ケアシステム

の深化と推進 支援者のネットワークづくり

・包括と民生委員との更なる連携を図る。

・区長をはじめ地域の担い手に地域の困難事例等を紹介し地域の理解と協力を依頼。

・関係機関や部署との連携を図る。

・地域ケア会議（個別困難事例や多職種による事例検討会議）を計28回実施しまし

た。また、地域ケア会議であがった地域課題を検討する地域ケア推進会議を1回実

施しました。

・ケースの状況等に応じて、随時関係機関や部署との連携に努めました。

健康・生きがいづく

り・介護予防の推進

（予防）

（１）オンラインまちかど運動教室の実施

（２）健やかプログラムの実施

・コロナ禍でも参加できるようにオンラインまちかど運動教室の参加者を100名にする。

・介護予防教室のまちかど運動教室の実施箇所を増やすため、老人クラブでの体験会を実施し

参加者増加に繋げる。

・体組成計を活用し、一般高齢者向け30人の健康づくりプランを作成して健康増進を図る。

・オンラインまちかど運動教室を10月より開始しました（実績延べ434名）

・地域でまちかど運動教室体験会等を実施し、開催場所の増加に努めました。（実

績19か所）

・体組成計を活用した健やかプログラムを実施しました（参加者29名）

在宅医療・認知症ケア

の推進（医療）

（１）多職種連携

（２）相談窓口の周知と地

　　域のネットワークづく

　　り

（１）入退院、日常療養、緊急、看取りの４つの場面の内、日常療養時の多職種連携を考え

る。

（２）認知症の相談支援に結びつくように関係者（民生委員、医療機関、介護事業所、民間企

業など）に必要な情報提供を行う

（３）今どこねっとの登録数の増加

・在宅医療・介護連携推進会議を2回実施しました。

・関係者（民生委員、医療機関、民間企業等）に認知症の相談支援に関する情報提

供を行いました。

通いの場の情報収集の充実

（１）高齢者サロンや区長訪問に加え、各町内公民館で活動している通いの場の詳細な情報を

集めて、地域包括支援センターやケアマネジャーなどに伝えてマッチングしていく。

（２）すべての小学校区での第2層協議体を立ち上げる

・生活支援コーディネーターが各圏域のサロンや通いの場を把握し、包括支援セン

ターやケアマネジャーからの相談内容に応じて、通いの場の紹介を行いました。

・区長訪問、組長訪問、居宅支援事業所等を訪問し、周知に努めました。

・知立小学校区で第２層協議体を立ち上げました。

移動支援 地域が必要とする移動手段の実態把握を行い、行政で担う必要なサービスを見出していく。

・アンケート調査を行い、その結果、支援の必要な高齢者は、自ら運転するのでは

なく、人に乗せてもらっている現状が把握でき、現在行っているミニバスの無料乗

車の利用促進を図ることが重要であるとわかりました。

介護サービスの充実

（介護）
介護給付費の適正化事業

必要な保険給付を行うこととともに、制度の持続可能な運営ができるようにする。

令和4年度実績

・住宅改修の総件数：136 件 （実態調査の件数事前 ３件　事後 ０件）

・特定福祉用具購入の総件数：183件（実態調査の件数事前0件　事後０件）

・運営指導：3事業所

・ケアプラン点検：12件

・介護給付費通知：9530件

・介護給付費適正化システム実施：４ 回

4 保険料納付方法の多様化 保険料収納と利便性の向上に努める。

令和４年度収納実績

普通徴収：63,381,400円（収納率90.92％）

特別徴収：764,251,500円（収納率100％）

普通徴収の納付率向上のため、滞納者へ督促・催告の通知、電話にて納付説明を

行った。

また、多様な収納チャンネルの採用について検討を行った。

5 介護人材育成補助事業
介護職員の離職防止や定着を推進するため、介護職員の質の向上に資する事業の周知強化や事

業を検討する。
・生活支援サポーター養成講座を実施しました。

6 その他
第９期介護保険事業計画・第10次高齢者福

祉計画の策定

・介護予防・日常生活圏域ニーズ調査・在宅介護実態調査の実施（調査票の検討含む）

・自立支援・介護予防の更なる推進による効果の検証（認定率・給付費の考察）

・介護予防・日常生活圏域ニーズ調査・在宅介護実態調査を実施しました。

・自立支援・介護予防の更なる推進による効果の検証（認定率・給付費の考察）を

行いました。
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高齢者が地域で安心し

て暮らせる体制づくり

（生活支援）
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